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（1）  第546号（改版第49号） 2022年（令和4年）婦人ひめじ
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令
和
4
年
度

女
性
文
化
大
会

10
月
1
日
㈯
、令
和
4
年
度
女
性
文
化
大
会
を
、あ
い
め
っ
せ
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま

し
た
。コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
マ
ス
ク
着
用
、手
指
の
消
毒
、検
温
、人
数
制
限
を
行
い
ま

し
た
。市
、県
、個
人
の
表
彰
の
あ
と
、清
元
市
長
が「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
と
働
き
方
改
革
」

の
講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。続
い
て
姫
路
ふ
る
さ
と
大
使
の
星
野
ル
ネ
氏
が
、「
姫
路
の

い
い
と
こ
ろ
、魅
力
に
つ
い
て
」の
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。幼
い
こ
ろ
に
、広
峰
の
保
育

園
で
、
ア
フ
リ
カ
出
身
の
ル
ネ
さ
ん
を
あ
た
た
か
く
受

け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
が
姫
路
を
好
き
に
な
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。こ
の
話
は
、
人
権
啓
発
に
も

つ
な
が
る
と
思
い
ま
し
た
。
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（3）  第546号（改版第49号） 2022年（令和4年）婦人ひめじ

9
月
23
日
㈮
、
あ
い
め
っ
せ

ホ
ー
ル
で
ま
ち
の
美
化
や
リ
サ
イ

ク
ル
活
動
、
環
境
の
保
全
に
貢
献

し
た
市
民
・
団
体
の
功
績
を
讃
え
、

市
民
の
環
境
美
化
意
識
の
高
揚
と

清
潔
で
美
し
い
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
を
す
る
た
め
開
催
さ
れ
ま
し

た
。岩
田
会
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

地
域
啓
発
講
演
会

消
費
生
活
セ
ミ
ナ
�

環
境
と

美
化
の
つ
ど
い

6
月
29
日
㈬
、
姫
路
警
察
署
で

「
一
日
一
円
感
謝
き
ょ
金
運
動
」
の

タ
ス
キ
贈
呈
式
が
執
り
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

市
民
の
交
通
安
全
を
願
う
活
動

で
す
。

姫
路
警
察
署
で

タ
ス
キ
贈
呈
式

7
月
15
日
㈮
、
リ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー

で
、
10
月
14
日
㈮
、
姫
路
市
役
所
ロ

ビ
ー
で
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
方

と
チ
ラ
シ
と
タ
ス
キ
を
配
布
し
て

啓
発
活
動
を
行
い
、
特
殊
詐
欺
な

ど
の
注
意
喚
起
を
促
し
ま
し
た
。

9
月
29
日
㈭
、兵
庫
県
姫
路
総
合

庁
舎
内
職
員
福
利
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、消
費
生
活
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催

さ
れ
、
岩
田
会
長
・
河
南
副
会
長
・

稲
田
副
会
長
・
上
野
理
事
が
出
席

し
ま
し
た
。

街
頭
啓
発
活
動

第
一
回

7
月
22
日
㈮
、
婦
人
会
活
動
室

に
お
い
て
、「
特
殊
詐
欺
の
現
状
と

対
策
」
を
開
催
し
ま
し
た
。講
師
は

姫
路
警
察
署　

生
活
安
全
係
警
部

補　

藤
井
正
孝
氏
で
、
婦
人
会
会

員
が
30
名
参
加
し
、
姫
路
に
お
け

る
犯
罪
発
生
状
況
に
耳
を
傾
け
ま

し
た
。

第
二
回

10
月
28
日
㈮
、
婦
人
会
活
動
室

に
お
い
て
、
ロ
ッ
キ
ー
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ト
レ
ー
ナ
ー
石
田
信
康
氏
を

お
招
き
し
て
、
健
康
寿
命
の
お
話

を
聞
き
、
会
員
25
名
が
ヨ
ガ
マ
ッ

ト
を
使
用
し
て
、
適
度
に
体
を
動

か
し
、心
と
体
を
ほ
ぐ
し
ま
し
た
。
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2022年（令和4年） 第546号（改版第49号）  （2）婦人ひめじ

9
月
10
日
㈯
、
3
年
ぶ
り
に
三

の
丸
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

鏡
開
き
に
岩
田
会
長
が
参
加
。「
明

日
へ
の
一
歩
」
を
テ
ー
マ
に
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

姫
路
防
災
の
つ
ど
い
2
0
2
2

姫
路
城
観
月
会

10
月
21
日
㈮
午
後
6
時
〜
午
後

8
時
ま
で
、
姫
路
城
ナ
イ
ト
イ
ベ

ン
ト「
シ
ロ
ノ
ヒ
カ
リ 

千
の
願
い
、

月
へ
の
想
い
」
内
覧
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。美
し
く
輝
く
姫
路
城

に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

10
月
2
日
㈰
、
姫
路
市
市
民
会

館
に
お
い
て
、
河
田
惠
昭
氏（
人
と

防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
長
）
の
防
災

講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
河
南
副
会

長
は
じ
め
4
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

住
民
一
人
ひ
と
り
が
災
害
に
備
え

る
と
と
も
に
地
域
に
お
け
る
連
携

を
深
め
る
こ
と
の
重
要
性
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。ぼ

う
さ
い
こ
く
た
い
2
0
2
2

10
月
22
日
㈯
〜
23
日
㈰
に
神
戸

市
の
「
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」

周
辺
で
開
催
さ
れ
た
「
ぼ
う
さ
い

こ
く
た
い
」に
、
岩
田
会
長
は
じ
め

3
名
が
救
急
競
技
大
会
の
本
結
び

部
門
に
参
加
し
ま
し
た
。

10
月
29
日
㈯
、
エ
コ
パ
ー
ク
あ

ぼ
し
南
側
敷
地
に
お
い
て
開
催
さ

れ
、
岩
田
会
長
は
じ
め
4
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
を
想
定

し
た
大
規
模
実
施
は
3
年
ぶ
り
と

な
り
、
防
災
訓
練
は
姫
路
で
最
大

震
度
6
強
の
地
震
が
発
生
し
、
津

波
警
報
が
発
令
さ
れ
た
と
の
想
定

で
、
国
民
保
護
訓
練
で
は
外
国
か

ら
の
ミ
サ
イ
ル
が
落
下
し
た
と
の

シ
ナ
リ
オ
で
実
施
さ
れ
、
化
学
兵

器
用
の
防
護
服
で
除
染
す
る
訓
練

も
あ
り
ま
し
た
。

姫
路
市

総
合
防
災
訓
練
・
国
民
保
護
訓
練

姫
路
城

ナ
イ
ト
イ
ベ
ン
ト

青
少
年
赤
十
字
創
設
1
0
0
周
年
記
念

　
　
　
　
　
　
　
兵
庫
県
赤
十
字
救
急
競
技
大
会
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（5）  第546号（改版第49号） 2022年（令和4年）婦人ひめじ

第
71
回 

姫
路
市
連
合
自
治
会
大
会

7
月
20
日
㈬
、
姫
路
市
文
化
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
ア
ク

リ
エ
ひ
め
じ
）
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。岩
田
会
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

7
月
13
日
㈬
、
キ
ャ
ス
パ
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
、
岩
田
会
長
は
じ
め

理
事
が
出
席
し
ま
し
た
。

L
i
k
e 

m
y
s
e
l
f
代

表
前
田
良
氏
に
よ
る
講
演
「
パ
パ

は
女
子
高
生
だ
っ
た
〜
自
分
ら
し

く
生
き
る
こ
と
〜
」
を
聴
き
ま
し

た
。

社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
推
進
委
員
会

▼「姫路の未来とLIFE政策」
　清元市長講演

7
月
18
日
㈪
、
み
な
と
ド
ー
ム

に
お
い
て
、「
海
の
日
」
記
念
式
典

が
開
催
さ
れ
、
岩
田
会
長
が
出
席

し
ま
し
た
。 令

和
4
年
度

﹁
海
の
日
﹂
記
念
式
典

8
月
1
日
㈪
〜
8
月
31
日
㈬
、

姫
路
市
で
は
人
権
教
育
と
啓
発
活

動
を
実
施
。日
常
の
身
近
な
生
活

を
見
直
し
、
豊
か
な
人
権
感
覚
を

養
い
、
家
庭
・
学
校
・
職
場
及
び

地
域
社
会
で
心
の
か
よ
い
あ
う
人

間
関
係
づ
く
り
に
努
め
、
住
民
交

流
を
通
じ
て
、
人
権
文
化
に
満
ち

た
明
る
い
地
域
づ
く
り
を
推
進
す

る
運
動
を
し
て
い
ま
す
。

人
権
文
化
を
す
す
め
る

市
民
運
動
推
進
月
間

10
月
26
日
㈬
、
手
柄
山
中
央
公

園
慰
霊
塔
前
で
挙
行
さ
れ
、
岩
田

会
長
が
参
列
し
、
心
を
込
め
て
献

花
し
ま
し
た
。

8
月
15
日
㈪
、
姫
路
市
市
民
会

館
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。連
合

婦
人
会
よ
り
岩
田
会
長
、
河
南
・

稲
田
副
会
長
が
参
列
し
、
献
花
を

行
い
ま
し
た
。

姫
路
市

戦
没
者
追
悼
式

太
平
洋
戦

全
国
空
爆
犠
牲
者

追
悼
平
和
祈
念
式

12
月
15
日
㈭

街
頭
啓
発
活
動（
市
役
所
ロ
ビ
ー
）

令
和
5
年

1
月
9
日
㈪

成
人
式
典「
は
た
ち
の
集
い
」

2
月
8
日
㈬

生
活
学
級
修
了
式
・

　
　
消
費
生
活
講
演
会

2
月
15
日
㈬

街
頭
啓
発
活
動（
市
役
所
ロ
ビ
ー
）

2
月
26
日
㈰

世
界
遺
産
姫
路
城
マ
ラ
ソ
ン
2
0
2
3

今
後
の
活
動
予
定
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2022年（令和4年） 第546号（改版第49号）  （4）婦人ひめじ

7
月
1
日
㈮
、「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
、
岩
田
会
長
、
河
南
副
会
長
、
稲

田
副
会
長
、
上
野
理
事
が
参
加
し

ま
し
た
。

研
　
修

第
70
回 

兵
庫
県
社
会
福
祉
大
会

8
月
21
日
㈰
、
た
つ
の
市
青
少

年
館
に
お
い
て
、
西
人
教
研
究
大

会
が
開
催
さ
れ
、
稲
田
副
会
長
は

じ
め
2
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

社
会
を
明
る
く

す
る
運
動

7
月
4
日
㈪
、
ひ
ょ
う
ご
女
性

交
流
館
で
、
令
和
4
年
度
兵
庫
県

連
合
婦
人
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。姫
路
市
か
ら
は
岩
田
会
長
、

河
南
副
会
長
、
稲
田
副
会
長
、
上
野

理
事
が
出
席
し
ま
し
た
。

令
和
4
年
度

兵
庫
県
連
合

婦
人
会
総
会

全
国
女
性
団
体

連
絡
協
議
会

近
畿
ブ
ロ
�
ク
大
会

10
月
2
日
㈰
、
鳥
羽
シ
ー
サ
イ

ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
全
国
女
性

団
体
連
絡
協
議
会
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
が
開
催
さ
れ
、
岩
田
会
長
が

出
席
し
ま
し
た
。

令
和
5
年
度
の
来
年
は
、
兵
庫

県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

西
人
教
研
究
大
会

10
月
27
日
㈭
、
養
父
市
立
や
ぶ

市
民
交
流
広
場
に
お
い
て
、
第
70

回
兵
庫
県
社
会
福
祉
大
会
が
開
催

さ
れ
、
岩
田
会
長
、
河
南
副
会
長
が

出
席
し
ま
し
た
。

第
一
回

7
月
6
日
㈬
、
連
合
婦
人
会
で

á
t
o
a
（
ア
ト
ア
）
へ
見
学
に
行

き
ま
し
た
。ア
ー
ト
と
水
族
館
の

融
合
は
、
す
ば
ら
し
い
も
の
で
し

た
。帰
り
の
バ
ス
の
車
窓
か
ら
兵

庫
県
庁
・
ひ
ょ
う
ご
女
性
交
流
館

を
見
学
し
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
感
染

に
気
を
つ
け
て
一
日
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

第
二
回

10
月
5
日
㈬
、
芸
術
活
動
の
一

環
と
し
て
、
京
都
南
座
の「
藤
山
寛

美
三
十
三
回
忌
追
善　

喜
劇
特
別

公
演
」
を
観
劇
し
ま
し
た
。笑
い
の

絶
え
な
い
三
時
間
で
し
た
。
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（7）  第546号（改版第49号） 2022年（令和4年）婦人ひめじ

校区婦人会校区婦人会

豊
富
校
区

エ
コ
パ
ー
ク
あ
ぼ
し
見
学

10
月
16
日
㈰
、生
活
学
級
で
網
干
の
エ
コ
パ
ー

ク
を
見
学
し
ま
し
た
。
改
め
て
持
ち
込
ま
れ
る

ご
み
の
多
さ
に
驚
き
、
市
民
の
心
が
け
が
大
切

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

10
月
23
日
㈰
、
校
区
あ
げ
て
の
豊
富
ま
つ
り

に
婦
人
会
も
参
加
し
女
性
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

推
進
事
業
と
し
て
、

ア
ル
フ
ァ
化
米
を
作

り
マ
ス
ク
・
水
と

い
っ
し
ょ
に
配
布
し

ま
し
た
。
3
年
ぶ
り

の
豊
富
ま
つ
り
は
大

盛
況
で
終
わ
り
ま
し

た
。

（
上
野
裕
美
）

▲分別はしっかりできました。▲アルファ化米完成！

豊
富
ま
つ
り
に
参
加
し
て

10
月
23
日
㈰
、
城
西
小
グ
ラ
ン
ド
で
第
22
回

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
あ
り
、
女
性
部
は
早

朝
よ
り
23
チ
ー
ム
参
加
さ
れ
る
方
々
の
検
温
・

消
毒
の
奉
仕
。そ
の
後
ゲ
ー
ム
に
参
加
。好
天

気
に
恵
ま
れ
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
に
は
程
遠

く
、
ボ
ー
ル
は
好
き
勝
手
に
飛
び
交
い
、
暑
く

て
流
れ
る
汗
も

時
に
は
冷
や
汗

に
な
り
、
笑
い

が
止
ま
ら
ず
。

転
じ
て
、
第
22

回
記
念
賞
を

頂
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
も
行
事
が
出

来
、
皆
様
と
お

顔
を
合
わ
せ
る

事
に
、
地
域
の

つ
な
が
り
と
幸

せ
を
強
く
感
じ

る
一
日
で
し

た
。（

東
山
昌
代
）

▲女性部の役割と楽しみ！

城
西
校
区

地
域
の
絆

11
月
6
日
㈰
、
見
野
古
墳
群
和
光
公
園
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。忍
者
シ
ョ
ー
を
メ
イ
ン
に
、

勾
玉
づ
く
り
、
古
墳
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、
ビ
オ

ト
ー
プ
で
は
、
金
魚
す
く
い
、
サ
イ
エ
ン
ス
実

験
コ
ー
ナ
ー
（
姫
路
大
学
自
然
科
学
サ
ー
ク

ル
）
な
ど
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
に
、
約
5
，

0
0
0
人
が
楽
し
み
ま
し
た
。夕
刻
か
ら
の
古

墳
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
、
幻
想
的
で
感
動
し
ま
し

た
。

▲若いグループ!! 舞台を舞う

四
郷
（
見
野
）
校
区

第
17
回
古
墳
ま
つ
り
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活動報告活動報告

広
峰
校
区

広
峰
地
域
資
源
探
索
ウ
ォ
ー
ク

広
峰
校
区
自
主
防
災
訓
練

 

敬
老
会

台
風
の
影
響
で
敬
老
の
日
に
予
定
し
て
い
ま

し
た
が
、9
月
23
日
㈮
に
延
期
し
て
無
事
に
開
催

し
、参
加
者
の
皆
さ
ん
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

式
典
の
後
は
た
つ
の
市

の「
克
水
左
京
」氏
の
歌
謡

シ
ョ
ー
を
楽
し
み
ま
し

た
。今

年
も
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
お
弁
当
は
持
ち
帰
り
と

な
り
、
早
め
に
解
散
と
な

り
ま
し
た
。

 

認
知
症
予
防
サ
ロ
ン

毎
週
月
曜
日
（
第
2
月
曜
日
の
喫
茶
は
除
く
）

に
実
施
し
て
い
る
百
歳
体
操
後
の「
認
知
症
予
防

サ
ロ
ン
」で
す
が
、10
月
3
日
は
、当
初
敬
老
会
に

予
定
し
て
い
た
「
徳
島
理

香
子
」
さ
ん
を
お
呼
び
し

て
歌
謡
シ
ョ
ー
を
行
い
ま

し
た
。

美
し
い
歌
声
と
素
晴
ら

し
い
ド
レ
ス
に
感
激
し
ま

し
た
。

（
河
南
眞
稚
子
）

中
寺
校
区

姫
路
市
赤
十
字
奉
仕
団

　
　
　 

高
齢
者
支
援
事
業

9
月
25
日
㈰
、
秋
晴
れ
の
中「
広
峰
校
区
自
主

防
災
訓
練
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
の
広
峰
小
学
校
校
庭
に
は
各
町
よ
り
避

難
さ
れ
て
き
た
方
が
ぞ
く
ぞ
く
と
集
ま
っ
て
き

ま
し
た
。今
回
の
訓
練
は
広
峰
地
区
連
合
自
治

会
、広
峰
校
区
婦
人
会
と
自
衛
隊
姫
路
駐
屯
地
の

協
力
で
開
催
致
し
ま
し
た
。

婦
人
会
は
役
員
中
心

に
各
町
か
ら
「
炊
き
出
し

班
」
を
出
し
て
頂
き
「
ア

ル
フ
ァ
化
米
」
の
炊
き
出

し
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

11
月
3
日
㈷
、広
峰
地
区
連
合
自
治
会
主
催
に

て
「
広
峰
地
域
資
源
探
索
ウ
ォ
ー
ク
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。婦
人
会
よ
り
県
の
「
三
世
代
交
流
に

よ
る
地
域
子
育
て
支
援
事
業
」
の
助
成
金
で
〝
参

加
賞
〞の
提
供
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
地
域
の
三
世
代
2
7
1
名

が
ラ
ジ
オ
体
操
で
身
体
を
ほ
ぐ
し
た
後
、広
峰
小

学
校
よ
り
資
源
探
索
に

出
発
。北
平
野
台
實
貞

山
心
光
寺
ま
で
往
復
し

ま
し
た
。軽
く
汗
ば
む

程
度
の
心
地
よ
い

ウ
ォ
ー
ク
で
し
た
。

（
石
井
知
津
子
）

暑
さ
の
残
る
9
月
12
日
㈪
・
14
日
㈬
、花
の
北

市
民
広
場
の
料
理
室
で
、
増
位
中
の
ト
ラ
イ
や

る
・
ウ
ィ
ー
ク
に
協
力
し
て
、事
業
所
が
定
休
日

で
参
加
す
る
場
所
の
な
い
中
学
生
と
料
理
教
室

を
行
い
ま
し
た
。先
生
方
も
子
ど
も
達
も
や
る
気

満
々
で
、8
月
下
旬
か
ら
準
備
を
始
め
ま
し
た
。

メ
ニ
ュ
ー
は
、豚
汁
、ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
、鶏
肉
の

フ
ラ
イ
、お
に
ぎ
り
、ゼ
リ
ー
。水
上
連
合
自
治
会

長
、
水
上
公
民
館
の
方
に
試
食
を
お
願
い
し
、
合

格
点
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
ど
も
達
が
料
理
教
室
を
楽
し
み
に
し
て
い

た
こ
と
は
何
よ
り
で
し
た
。き
ょ
う
の
実
習
を
思

い
出
し
て
家
で
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
と
お
願

い
し
て
、
午
後
3
時
前
に
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

孫
の
よ
う
な
中
学
生
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ

た
こ
と
に
感
謝
。　　
　
　
　
　
（
豊
田
多
恵
子
）

水
上
校
区

ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
で

　 

2
年
ぶ
り
の
料
理
教
室
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姫路市男女共同参画推進センター“あいめっせ”
〒670-0012　姫路市本町68番地290　イーグレひめじ3階　　Tel.079-287-0803　　Fax.079-287-0805

ホームページ　http://www.city.himeji.lg.jp/i-messae

令和4年10月28日、29日に鳥取県倉吉市において、 「日本女性会議2022㏌鳥取くらよし」 が開催され

ました。

日本女性会議は、男女共同参画社会の実現に向け、様々な課題の解決に向けた方策を導くとともに、関係

者の交流を促進するための会議です。　

昨年は、新型コロナウイルス感染症の影響で、オンライン開催となりましたが、今年度は会場開催となり、

全国から男女共同参画担当の自治体職員や関係者が集まりました。

1日目は「SDGs 未来創造コンテスト」「女性の活躍推進 女性が望む道を歩むためには」等、9つの分科会
が開催され、それぞれのテーマに沿った提言や意見交換等が行われました。
2日目は、内閣府男女共同参画局長による基調報告や元大関琴奨菊さん等による特別講演（トーク
ショー）、フラダンスのアトラクション等が行われました。
特に2日目午後から開催された記念シンポジウムは、女性学・ジェンダー研究分野のパイオニアである上
野千鶴子さんと鳥取大学の3人の学生をパネリストとして、「弱者が弱者のままで尊重される社会とは？」を
テーマに討論が行われ、聴きごたえのあるものとなりました。
全体を通して、登壇者・参加者の熱意が溢れる大会で、次回令和7年の開催地である奈良県橿原市にバトン
パスをして閉会となりました。

「日本女性会議2022㏌鳥取くらよし」が開催されました

大会テーマの“Smile ㏌ くらよし～だれもが
共に笑顔になれる夢ある未来～”を、倉吉の
｢くら」の文字で表現したシンボルマークを用
いて、笑顔が集まる大会をアピール

【会場風景】

【アトラクション】
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